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第４回江南市下水道事業経営審議会 議事録（概要） 

 

会議名 ：第４回江南市下水道事業経営審議会 

開催日時：令和４年５月 25 日（水） 午前 10 時 ～ 午前 11 時 

場所  ：江南市役所 ３階 第３委員会室 

委員  ：出席委員７名（欠席３名） 

        掛布 まち子（市議会議員） 

鈴木 貢  （市議会議員） 

        浅野 敏夫 （各種団体） 

        古田 みちよ（各種団体） 

奥村 真也 （学識経験者） 

横山 幸司 （学識経験者） 

深尾 俊一 （公募市民） 

（欠席）小川 隆史 （各種団体） 

（欠席）柴田 喜充 （各種団体） 

（欠席）水野 裕子 （公募市民） 

事務局 ：古田（水道部長） 

伊藤（下水道課長） 

今枝（下水道課主幹） 

     青山（下水道課雨水排水グループリーダー） 

     川崎（下水道課計画工務グループリーダー） 

     間宮 (下水道課業務・経営グループリーダー) 

     瀬川 (下水道課業務・経営グループ) 

傍聴人数：１人 

 

資料 

資料１ パブリックコメント結果について 

資料２ 答申書案 

 

議題 

１ パブリックコメント結果について 

２ 答申書（案）について 

３ 答申 
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１．開会 

 

２．議題 

（１）議題１. パブリックコメント結果について 

〇事務局： ～資料１について説明～ 

〇委 員： 市の考え方において、下水道事業は独立採算であり、使用料収入で

賄うのが原則であることが強調されているが、それぞれの事業の事

情でもって使用料、独自の施策など考えていくべきではないかと考

える。 

江南市の下水道はまだ駆け出しであり、一般会計から基準内、基準

外の繰入金を多くもらって特別会計で事業を行っていた。企業会計

に移ったからといってすぐに基準外繰入金をなくせるわけではない。

利用者の負担でやっていくというような突き放したような言い方で

あるように感じられた。 

 

（２）議題２. 答申書（案）について 

 〇事務局：  ～資料２について説明～ 

〇委 員： 委員の意見がよく取りまとめられていると思う。 

〇委 員： 時期が悪いように思う。 

下水道の後に水道料金の改定が控えているし、あらゆるものが高騰

していて市民の負担が大変な時期であるのに、はたして改定を行っ

てよいのか。水洗化率の向上を図る時期であるのに、改定によって

接続促進にブレーキがかかるのではないか。 

当局と議会の判断となってくると思う。 

〇委 員： 基本的考え方は基本として、社会情勢や市民生活の声などを念頭に

置いてほしい。 

〇委 員： 最小限の平等的な負担の案ができたのではないかと思う。 

〇委 員： 議決が必要な案件であるので、この案は基本線というところで進め

ていってほしいと思う。 

〇委 員： 令和９年度の改定で使用料単価１５０円となるか。 

〇事務局： １５０円となるように計算している。 

〇会 長： 答申書の修正はなしで行きたいと思う。 

（各委員から特段の異議なし） 

 

（３）上下水道事業経営審議会への移行について 

〇事務局： 水道事業と下水道事業の経営審議会を別々に設置していたが、審議

会運営に関する事務の効率化を図るため、７月より統合し、上下水

道事業経営審議会とする。 
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（４）今後のスケジュール 

〇事務局： ９月議会に使用料改定の条例改正案を上程する。議決後、市民に周

知を行い、来年４月改定の予定である。 

 

（５）答申 

〇会 長： 江南市下水道使用料のあり方について答申します。令和３年８月 10

日付け３江下第１３２号で諮問されましたこのことについて、当審議

会において慎重に審議した結果、別添のとおり答申します。 

      （会長から市長へ答申書の受け渡し） 

〇市 長： ～市長あいさつ～ 

〇会 長： せっかくの機会なので、市長に意見等があれば話してほしい。 

〇委 員： 使用料改定は心苦しいが、勇気を持って提示した結果である。 

水洗化率の向上のために、生活が苦しい方たちの接続を市の方で行

うというようなことも検討してほしい。 

〇委 員：  様々な資料を比較検討し、最善な数字を答申できたのではないか。

収入は上げていかなければならないが、原価など私たちでは触れら

れない部分についても検討してほしい。 

〇委 員： 議案として上程される際は、現在の情勢も考えていただいて、的確

な判断をお願いしたい。 

〇委 員： 社会情勢、近隣とのバランスなども考えて賢明な判断で進めてほし

い。 

〇会 長： 厳しいことを市民の皆さんに理解していただかなければならないこ

ともあると思う。このことに対して市は合理的な根拠に基づいて挑

まれている。これからの自治体の先例になるシミュレーション、計

画ではないかと思う。答申書を基本として実行されることをお願い

したい。 

〇市 長： 答申をいただいたので、しっかり確認し対応していきたい。 

      （市長退席） 

 

３．閉会 

〇会 長： ～会長あいさつ～ 

 

 


